
本
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

『
大
平
正
芳
回
想
録
』
の
刊
行
は
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
十
二
日
の
故
大
平
総
理
の
突
然
の
逝
去
後
、
間
も
な
く
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
各
界

の
皆
様
の
御
賛
同
の
下
に
、
故
総
理
の
身
近
に
お
仕
え
し
た
人
々
を
編
集
委
員
と
し
、
私
ど
も
両
名
を
代
表
世
話
人
と
す
る
「
大
平
正
芳
回
想

録
刊
行
会
」
が
組
織
さ
れ
、
第
一
巻
『
追
想
編
』、
第
二
巻
『
伝
記
編
』、
第
三
巻
『
資
料
編
』
の
全
三
巻
が
、
昭
和
五
十
七
年
の
故
総
理
の
三

回
忌
ま
で
に
逐
次
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
悩
み
は
、
限
定
出
版
と
い
う
性
格
上
、
こ
の
『
回
想
録
』
の
存
在
を
知
っ
て
入
手
を
希
望
さ
れ
る
一
般
読
者
の
方

方
の
求
め
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
た
び
、
鹿
島
出
版
会
か
ら
、
全
三
巻
中
、
第
二
巻
『
伝

記
編
』
が
出
版
さ
れ
、
は
じ
め
て
江
湖
の
読
者
の
皆
様
の
御
批
判
を
仰
ぐ
運
び
と
な
っ
た
こ
と
は
、
我
々
の
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

『
伝
記
編
』
編
纂
の
方
針
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、
企
画
の
当
初
か
ら
監
修
を
お
願
い
し
た
公
文
俊
平
（
東
京
大
学
）、
香
山
健
一
（
学
習
院
大

学
）、
佐
藤
誠
三
郎
（
東
京
大
学
）
の
三
教
授
に
よ
る
巻
末
の
文
章
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
愚
見
を
付
け
加
え
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
と
し
て
は
た
だ
、『
回
想
録
』
の
刊
行
に
つ
い
て
御
尽
力
を
賜
わ
っ
た
方
々
、
な
ら
び
に
文
中
の
引
用
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
等
で
お

世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
書
を
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
装
偵
を
変
更
し
、
巻
末
に
�
略
年
譜
�
な
ら
び
に
�
参
考
文
献
�
を
付
加
し
ま
し
た
。
本
文
内
容
に

つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
誤
記
誤
植
を
訂
正
し
た
ほ
か
は
、
一
切
改
訂
を
加
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
八
年
五
月

伊
　
東
　
正
　
義

森
　
永
　
貞
一
郎

大平正芳回想録―伝記編
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